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（法第10条第１項関係様式） 

 

令和6年度 事業計画書 

令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日まで 

NPO法人リブラ 

 

１ 事業実施の方針 

（１）組織基盤の改善 

確実な会計、財源の確保、人材の獲得、定期的な会議の開催などの組織基盤強化

に対する改善を行う。 

（２）事業内容の改善 

令和5年度に行った事業をもとに、事業内容の改善に注力する。 

（３）財源の確保と安定 

財源の確保を会費、寄付金、助成金、事業収入等様々な方面から財源を確保する

ことにより、組織の安定的な運営を目指す。 
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２ 事業の実施に関する事項 

事業名 

（定款に記載し

た事業） 

具体的な事業内容 (A)当該事業の 

実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

予算額 

（単位： 

千円） 

(1)住宅確保要配

慮者に対する入

居前支援事業 

・入居相談 

・本法人と連携する支

援機関や不動産会社

の紹介 

等 

(A) 随時 

(B) 事務所、各

事業所、公

的施等 

(C) 3人 

(D) 住宅確保

要配慮者 

(E) 50人（相

談） 

1660 

（２）住宅確保要

配慮者に対する

入居中支援事業 

・定期的な訪問や声掛

け 

・生活相談 

・就労支援 

・死亡時の家財処分、

事務等 

・緊急時の駆けつけ対

応等 

(A) 定期(月1回

程度)・随時 

(B)入居居宅 

(C)3人 

(D)（１）後の

入居者、希望

者 

(E)100人 
1960 

（３）住宅確保要

配慮者に関する

普及促進事業 

住宅確保要配慮者へ

の支援に必要な不動

産会社、支援法人等と

の連携強化のために

勉強会等を行う。 

(A)年1回程度 

(B)貸会議室等 

(C)10人 

(D)不動産会

社、支援組織

等 

(E)50人 

300 

（４）その他この

法人の目的を達

するに必要な事

業 

上記以外で、本法人の

目的に沿った事業を

随時実施していく。 

  

0 

 

３．会議について 

   通常総会   年に 1回 

   臨時総会   随時 

   理事会    月に 1回程度 



～

NPO法人リブラ （単位：円）

Ⅰ 経常収益

1. 受取会費

2. 受取寄付金

3. 受取助成金

4. 事業収益

住宅確保要配慮者に対する支援事業

5. 雑収入

受取利息

経常収益計

Ⅱ 経常費用

1. 事業費

(1) 人件費

給与手当

法定福利費

人件費計

(2) その他経費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

車両関連費

租税公課

会議費

その他経費計

事業費計

2. 管理費

(1) 人件費

給与手当

法定福利費

人件費計

(2) その他経費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

車両関連費

水道光熱費

地代家賃

保険料

雑費

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

活　動　予　算　書
令和6年4月1日 令和7年3月31日

科目 金額

4,500,000

1,500,000

400,000

0 0

6,400,000

0 6,400,000

2,400,000

350,000

100,000

2,500,000

200,000

50,000

150,000

300,000

1,110,000

3,610,000

10,000

50,000

1,100,000

100,000

150,000

100,000

1,200,000

50,000

200,000

150,000

50,000

1,590,000

720,000

120,000

293,413

293,413

0

0

2,790,000

6,400,000

50,000


